
科学研究費助成事業（基盤研究（Ｓ））研究進捗評価 

 

 

 

 

課題番号 16H06345 研究期間 
平成２８(2016)年度 

～令和２(2020)年度 

研究課題名 
強相関物質設計と機能開拓 －非

平衡系･非周期系への挑戦－ 

研究代表者 

（所属・職） 

（平成 31 年 3 月現在） 

今田 正俊 

（東京大学・大学院工学系研究

科・教授） 

 

【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、研究代表者らが以前に提案した強相関電子系の電子状態を第一原理的に解明する手法を

より発展させることにより、熱平衡状態のみならず非平衡状態や非周期系までを系統的に解明すると

ともに、その研究成果を物質設計に応用して新たな機能性の開拓の実現を目指すものである。 

これまでに計算手法の高精度化が着実になされており、銅酸化物高温超伝導体などへ適用すること

によって多くの重要な知見が得られている。さらに、当初計画にはなかった機械学習の手法が高精度計

算や実験データの解析に有効であることが明らかになったことにより、今後、当初に期待した以上の成

果が見込まれる。 


